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来るべき災害 に備える
新潟県災害リハビリテーション協議会　　　

理学療法部門　小野塚　智紀　

　熊本地方を震源とする地震から、本文を書いている 7 月 14 日で 3 ヶ月が経過し
ました。地震で家屋が倒壊したままの地域も多数あるなか、6 月から 7 月の被災地
は梅雨前線の停滞による集中豪雨被害が頻発しています。仮設住宅の建設も思う様

に進まず、いまだ 4,800 名以上の方が不自由な避難所生活を余儀なくされています。落ち着かない被災者の
皆様の心情を慮ると胸が苦しくなるばかりです。あらためて今回の震災で亡くなられた方のご冥福をお祈り
申し上げますとともに、被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。
　発災後、大規模災害リハビリテーション支援関連団体協議会（以下、ＪＲＡＴ）は 4 月 15 日、対策本部立
ち上げ。23 日以降全国の地域ＪＲＡＴが避難所支援を開始。6 月 6 日の地域ＪＲＡＴ募集中止後も熊本ＪＲ
ＡＴは活動を継続しておりましたが、7 月 17 日「熊本復興リハビリテーションセンター」の設置を以てＪＲ
ＡＴとしての活動は終結致しました。これまでのＪＲＡＴによる支援活動は各方面から高い評価を得ていま
す。
　県士会の皆様からも熊本地震支援に関し多大なるご協力を頂きましたこと、あらためまして感謝申し上げ
ます。新潟県災害リハビリテーション協議会（以下、災害リハ協）発足後としては初となる支援チーム「新
潟 JRAT」を熊本へ派遣し、5 月 19 日からの 4 日間支援活動を致しました。熊本市御舟地区の数か所の避難
所を巡回し　①避難所の環境アセスメント　②避難所での避難者の身体評価　③避難者宅の家屋環境調査・
指導　④評価・指導を行政・医療機関へ繋ぐための情報共有会議参加　の活動報告を受けています。比較的
落ち着いた時期の活動で、一隊のみの派遣ではありましたが、各団体共同で送り出せた事が大きな成果であっ
たと感じています。しかし、準備・調整・活動の各段階で様々な問題があった事も事実です。災害対応は準
備期にどれだけの備えが出来ているかで大きな違いが出てくると言われています。また、関係機関と、普段
から顔の見える関係を構築しておくことも重要です。今後、災害リハ協及び県士会災害対策委員会では、多
職種参加型の災害に係わる研修会などを企画していきます。それらを通して災害に関する知識を広げ、各団
体と、より一層の顔の見える関係づくりをしていきたいと考えています。皆様の「何か力になりたい！」と
いう思いが原動力になります。特別な知識・資格は必要ありません。私達だからできる事があります。次の
災害はいつ、どんな規模かは分かりませんが、必ず来ます。来たるべき災害に備え、共に学び、支援できる
体制を一緒に作って行きましょう！
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　連休明け、5 月 9 日～ 13 日の 1 週間、タイ王国マ
ヒドン大学より理学療法学部 3 年生の臨床実習を当
院で受け入れました。きっかけは、昨年 8 月 17 日
に大学間交流をしている新潟医療福祉大学の招きで
新潟市近郊の地域医療視察に見えた Dr. Pakaratee

（理学療法学部助教）が当院にも見学に来たことで
す。その後 11 月中旬に実習受け入れ打診があり諸々
調整の上、職場および病院側の了承にて、受け入れ
が決定しました。
　実習プログラムを考える上では、まず職場アン
ケートを通じて素朴な疑問や要望、提案などを集約
しました。そして筆者のタイでの拙い青年海外協力
隊活動経験から社会や文化、医療の状況を説明し、
タイ語での挨拶もみんなで練習しました。
　実習生は“Pim”さんと“Kun”さん。初日の朝、
当科史上初の日本語以外での職員自己紹介で二人を
迎えました。実習内容は PT・OT・ST 場面の見学
の他、院内各部門や嚥下造影検査、整形外科手術な
どの見学、医師らによるレクチャーなど当院の診療
体制を知ってもらう内容も組みました。また、相互
交流促進のため、二日目の夜に当科御用達の居酒屋
で交流会を行ない、四日目の夕方には学生が講師と
なりタイの医療やリハビリ、保険の仕組みに関する
勉強会をしてもらいました。1 週間、皆それぞれに

片言の英語やタイ語、ジェスチャーでのやりとりで
したが、患者さんも交え概して楽しくコミュニケー
ションできたようです。学生も日に日に日本語のボ
キャブラリを習得していました。
　実習後に行なった職場アンケートでは、概して「よ
かった」、今後また（条件付きで）「受け入れてもよ
い」との反応でした。また「英語の勉強になった」

「いい刺激になった」などの一方、「もてなし過ぎで
は？」といった声も挙がりました。今後の受け入れ
に当たっては英語での対話力、受け入れ準備の作業
負担軽減などが課題として挙がりました。
　外国籍 PT 学生の臨床実習受け入れは当院や県内
でも例がなく、マヒドン大学 PT 学部も日本の医療
機関での実習例がないため手探りでしたが、院内全
部門の協力によるオリジナル実習を通じて、学生・
職員・患者相互に有益な国際交流が出来たと思いま
す。リハ見学では、我々の“患者との関わり方”に
ついても理解を深めてもらえたと思います。今後も
外国籍患者の治療や学術活動など仕事を通じた国際
交流の機会は益々増え、一方で業務の中では既存の
枠組みに囚われず独創的で多様な発想が求められて
いくと思われます。異文化理解を通じた相互の学び
合いは、その助けになるかもしれません。

タイの PT 学生の臨床実習を受け入れて
国立病院機構西新潟中央病院　リハビリテーション科

山　田　規　央

病室での見学 院内勉強会での講演

交流会でタイ伝統舞踊を披露 医師、リハ科職員らと記念写真
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リレーエッセイ １

　　「旅と酒」
新潟大学医歯学総合病院　総合リハビリテーションセンター　加　藤　諄　一　

　皆さんの旅の楽しさはどんなところにありますか？私は、その土地の人や風土から生まれた地酒に出会

うことを楽しみの1つにしています。青森の「田酒」、岩手の「南部美人」、山形の「十四代」、宮城の「浦

霞」、福島の「飛露喜」…各県に代表される銘柄を皆さんも一度は耳にしたことがあるかと思います。旅先

で味わった地酒を新潟でふと見かけると、行った先々の情景やその時の思い出が心に浮かびます。

　皆さんも旅の楽しみの1つとして、銘酒を味わってみませんか？きっと、今まで感じることのなかった素敵

な出会いや、旅を懐かしむ新しいツールになることと思います。

　次は母校のサッカー部でマネージャーをされていた

岩室リハビリテーション病院の渡辺ひとみさんです。

宜しくお願いします。

リレーエッセイ ２

　　休日の過ごし方
桑名病院　リハビリテーション部　岩　崎　理　沙　

　私の日課は、天気予報チェックです。天気が良いと山へ行きたくなるのです。数年前からマラソンを始め、

その後トレランにはまりましたが、今はトレラン練習で始めた山登りにどはまりしております。近場の低山か

らはじめ、近頃は仲間たちと長野や東北の山を登ったり、キャンプをして休日を楽しんでいます。山は季節

の移り変わりとともに咲いている花が変わったり、登

る度にいろいろな楽しみを発見することができます。

山登りの魅力はたくさんありますが、私が好きなと

ころは日常では見ることのない美しい景色を眺めら

れるところです。気持ちの良い稜線を歩いていると、

それまでの疲れもふっと和らぎます。そしてもうひと

つ、山ごはんです。山頂で食べるカップラーメン、淹

れたてのコーヒーがこれまた格別なのです。

　次の休日はどの山にアタックしようか、今から楽し

みです。皆さんは休日をいかがお過ごしですか。

　次はゆきよしクリニックの伊藤将さんです。
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　ゆきわり草No176号がみなさんのお手元に届
くころは、暑さも和らいでいるでしょうか。毎
年熱中症のニュースが大きく取り上げられてい
ますが、適度に水分を補給しながら暑さを楽し
みながら乗り越えたいものですね。
 （Ｙ）

編集後記 ゆきわり草　No.176

編集責任者　松　林　義　人

問い合せ先　新潟リハビリテーション大学
　　　　　　〒958-0053　村上市上の山2−16
　　　　　　TEL（0254）56−8292
　　　　　　FAX（0254）56−8291
　　　　　　E-mail：matsubayashi@nur.ac.jp

新潟福祉機器展＠新潟市産業振興センター　参加報告

 公益事業部　柳　保

　5月14日・15日の2日間にわたり、新潟市産業振興センターを会場に開催された新潟福祉機器展に参

加しました。当ブースではInBodyによる体成分分析とパネル展示、日本理学療法士協会のPRビデオ上

映、介護予防パンフレット及び県士会リーフレット配布、アンケートを実施、また、パラリンピックの

正式種目である障害者スポーツ「ボッチャ」の体験・紹介コーナーを設け、更に主催者側の要請により

PT・OT・STによる相談コーナーが設置され参加しました。1日目は当士会の新潟リハビリテーション

大学 粟生田博子PTによる講演「できることから始めよう～インクルーシブスポーツへの取り組み～」も

併せて行われ、当ブースには両日合わせ約200名が訪れる盛況となり、理学療法（士）と介護予防につ

いてのPRを行うことができました。参加されたスタッフの皆さん、ありがとうございました。

公益事業部　報告
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